
指導普及部 

                               令和２年８月３日 

剣道段位審査会について 

 

●審査当日は、「実技」「日本剣道形」が終了したら各自解散と致し

ます。（受審者入場 8 時３０分。 9 時００分受付終了） 

●学科問題は、朝の主道場整列時に集めます。（鉛筆、手書き）  

●合否の結果は、インターネットで 12 日 18 時に発表。 

高体連剣道専門部のホームページにて確認をしてください。 

（登録料の集金は、当日行いません） 

●コロナウィルス感染症の感染拡大防止の為、「実技」「日本剣道形」

が終了したら速やかに退館をするようご協力お願い致します。 

 

【参加にあたって】 

１．以下に該当する者は参加できない。 

（ア） 基礎疾患のある者 

●基礎疾患のある者とは、「糖尿病、心不全、慢性閉塞性肺疾患（copd）、 

透析を受けている方、免疫抑制剤などを用いている方など」をいう    

●これらの者が理由あって受審する場合は、主治医の承認を得るものとする 

  （イ）発熱のある者（個人差があるが、一般的には３７．５度以上ある者をいう） 

  （ウ）咳・咽頭痛など風邪の様な症状がある者、その他体調がよくない者 

  （エ）同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合 

  （オ）過去１４日以内に政府から入国制限、入国後の観察機関を必要とされている国、

地域などへ渡航又は当該在住者との濃厚接触がある場合 



２．参加者は、当日の朝、自宅などで検温を行うこと。県立武道館の入り口でも行い発熱

が確認された受審者は昇段審査を受審することはできない。 

３．参加者は、面マスク及びいわゆる家庭用マスクとマウスガード、あるいはアイガード

を必ず持参する。 

実技実施時には面マスク、マウスガード、それ以外（実技実施までの待機中、合格発

表までの待機中等）家庭用マスクの着用を前提としている。実技実施時以外でも面マ

スクを着用する予定の参加者は面マスクのみの持参で可。 

 

【入場にあたって】 

１．参加者は自宅と会場との往復の際にはマスクを着用し感染予防に努める。 

自動車で来場する場合には、会場内での密集を避けるために、可能な限りあらかじめ

自宅から剣道着・袴に着替えて、県立武道館に来るようご協力を頂きたい。 

２． 県立武道館への入場は、審査員、受審者、役員のみとする。 

見学者、付き添い等は館内に入場できない。（武道館の中に入ることが出来ない） 

３．入場口のアルコール除菌液で、参加者は手指の消毒を行う。 

４．受審者の入場口は武道館の 2 階入り口とし、２列で分かれて自分の前に防具を置いて

ソーシャルディスタンスを保って整列をする。また、入館する際にはサーモグラフィ

を使用して検温をしてから入場する。 

 

【会場内での留意事項】 

１．参加者は、フィジカル・ディスタンス（人と人との距離、最低でも１メートル、 

できれば２メートル）を常に保つようにする。 

２．参加者は、会場では常にマスクを着用する。 

３．参加者は、会場内でも、手洗いうがい、アルコールによる除菌消毒に努める。また、

トイレは蓋を閉めてから流す。 

 

【受付、更衣、参加者への説明、開閉会式】 

１．入館したら男子は、主道場 2 階観覧席、女子は第２道場で着替える。荷物を置いて主

道場にて番号を確認する。 

２．番号を確認した受審者は、更衣場所に移動して着替える。男子は、主道場の観覧席。

女子は、第２道場で着替えて荷物を持って主道場の観覧席へ移動する。剣道着・袴に

着替え観覧席で待機をする。9時００分より主道場にて整列開始。 

整列をする際には「課題」「筆記用具」を持参。 

３．開会式終了したら二段男女はすぐに審査を開始する予定です。 

（竹刀、木刀、剣道具の用意をしておく） 

 



４．人と人の距離を保つため、２メートル程度の距離をとる。受付で密集した場合、制限

をすることもある。その際には、役員の指示に従うこと。 

（ア） 番観覧席は密集にならないように、1 席以上開けて使用する。貼り紙のある座

席には座らない。荷物は「着席禁止・荷物を置くことは可」の貼り紙の置いて

あるところか、椅子の下に置くようにする。 

（イ） 更衣場所でもフィジカル・ディスタンス（人と人との距離、最低でも１メート

ル、できれば２メートル）を常に保つようにする。 

（ウ） 審査についての説明、課題の回収は主道場の 1 階で受審する段別に男女分けて

整列をする。 

５．閉会式は、行いません。「実技」「日本剣道形」が終了したら各自解散とし、速やかに

退館してください。 

 

【実技の実施】 

１．実技の実施に当たっては 

マスク（市販品もしくは全剣連推奨品）は着用、シールド（マウスガード・アイガー

ド）については推奨ということになっているが、「マスクの着用」とさらに「マウスガ

ードあるいはアイガード」、「もしくはその両方を着用」した面を必ず使用する。 

 

【日本剣道形の実施】 

１．間隔を（1メートル以上）とって整列する。 

２．面マスクなどを必ず着用する。 

 

【発表等の掲示】 

１．インターネットにて発表。埼玉県高体連剣道専門部のホームページに当日の１８時に 

発表。 

 

【登録料の集金】 

１．8 月１８日、１９日の団体戦の時に、両日 12 時までに剣道部の顧問が合格者の登録費

を一括して納入。 

２．団体戦に出場しない学校は秀明英光の杉山まで事前に連絡をして大会前までに登録費

の納入をする。 

 

【その他】 

１．参加者は、食事の空き箱等、持参した物、ごみは必ず持ち帰る。 

２．審査会終了後 2 週間以内に新型コロナウィルス感染症を発症した場合は、主催者に対

して速やかに報告をする。 


